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真
宗
大
谷
派
の
本
山
（
東
本
願
寺
）
伝
承
の

年
中
行
事
や
勤
行
、裏
話
や
風
物
詩
に
つ
い

て
、五
十
余
年
に
亘
り
本
山
堂
衆
を
勤
め
た

著
者
が
詳
し
く
紹
介
し
た
貴
重
な
資
料
を

復
刊
。表
現
を
改
め
て
よ
り
理
解
し
や
す
く

改
訂
し
た
。
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次
】

▼
四
六
判
・
並
製
カ
バ
ー
・
一
九
六
頁
・
本
体
二
、
二
〇
〇
円
＋
税

川
島
眞
量
著

か
わ
し
ま
し
ん
り
ょ
う

真
宗
大
谷
派
亀
年
山
法
寿
寺
第
五
世
六
代
住
職
、
元
東
本
願

寺
一
﨟
。

明
治
二
五
年（
一
八
九
二
）、
洛
西
桂
川
島
村
法
壽
教
庵（
後
に

法
寿
寺
に
改
名
）
住
職
川
島
秀
量
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
よ
り
東
本
願
寺
御
堂
衆
と
し
て
出

仕
。昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
厳
修
さ
れ
た
宗
祖
七
百
回

御
遠
忌
に
は
、
一
﨟
と
し
て
迎
え
、
法
要
を
管
掌
。昭
和
五
八

年（
一
九
八
三
）、九
十
一
歳
に
て
没
。

◆
著
者
略
歴

改
訂
新
版

川
嶋　
正
編

か
わ
し
ま　

  

た
だ
し

川
嶋
　
正
編  

改
訂
新
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て

序一
、毎
月
行
事

１　

尊
供

２　

毎
日
晨
朝

３　

両
度
御
命
日

４　

前
裏
方
御
命
日

５　

蓮
如
上
人
御
命
日

６　

太
子
・
七
高
僧
御
命
日

二
、各
御
祥
月
行
事

１　

法
然
上
人
御
祥
月

２　

聖
徳
太
子
御
祥
月

３　

前
住
上
人
御
祥
月

４　

前
御
裏
方
御
祥
月

５　

蓮
如
上
人
御
祥
月

６　

御
歴
代
御
祥
月

７　

亀
山
帝
・
先
帝
御
祥
月

８　

鎌
足
公
・
東
照
宮
御
祥
月

三
、年
始
の
法
要
と
行
事

１　

修
正
会

２　

御
献
盃

３　

御
廟
参
と
隣
山
御
年
賀

４　

粥
柱

四
、春
の
法
要
と
行
事

１　

春
秋
二
季
彼
岸

２　

酬
徳
会

３　

宣
旨
奉
送
迎

４　

宗
祖
御
誕
生
会

５　

立
教
開
宗
記
念
日
法
要

６　

春
の
法
要

五
、夏
中
の
法
要
と
行
事

１　

夏
の
御
文

２　

盆
会

３　

土
用
の
虫
干
し

六
、御
正
忌
報
恩
講
行
事

１　

準
備
と
荘
厳

２　

勤
行
次
第

３　

斎
・
非
時
・
点
心

４　

正
信
偈
習
礼

５　

御
伝
鈔
拝
読

６　

坂
東
曲

７　

坂
東
曲
習
礼

８　

位
上
曲

七
、歳
末
行
事

１　

御
煤
払
い

２　

御
試
餅

３　

歳
末
勤
行

八
、特
修
法
要

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
年
立
教
開
宗

七
百
五
十
年
慶
讃
法
要

九
、附
録

      

本
山
両
堂
の
障
壁
画

著
者
経
歴

改
訂
新
版
編
者
経
歴

◆
編
者
略
歴

昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）、
法
寿
寺
第
六
世
七
代
住
職
浩
量

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。眞
量
直
系
の
孫
。昭
和
四
三
年

（
一
九
六
八
）、
得
度
。幼
少
よ
り
祖
父
眞
量
に
声
明
作
法
を
伝

授
さ
れ
る
。平
成
二
一
年（
二
〇
〇
九
）、
浩
量
の
死
去
に
伴
い

法
寿
寺
第
七
世
八
代
住
職
を
継
承
す
る
。平
成
二
九
年
（
二
〇

一
七
）、京
都
教
区
会
議
員
に
就
任
。


